BEST PRACTICE SHEET

	所属
	作成者
	プロセス区分
	作成年月日
	作成No.

	松下電器産業株式会社
	西田和子
	評価フェーズ

プロセス№SP04,05
	０１年１０月２２日
	Ｎｏ.１３



	ユーザビリティ評価環境の整備と社外モニター制度の運用と活用

	商品開発プロセスにおけるユーザビリティ評価実施のための基盤整備

〇社内で共有で利用できる評価環境が整備されていない

〇社外モニターによる評価を実施し、評価結果の客観性を高めたい

〇研究・開発段階で商品を評価する場合の機密性を確保したい

〇商品ターゲットに適合したモニターで評価したい 

など社内での評価実施あたっての要望があった。

	評価結果の開発へのフィードバック　（課題がある場合には、前工程へもどり、評価されたものについては、商品へ反映）

	＜従来＞

〇社員の奥様による小規模な評価

〇会議室、実験室、モデルルームなど一部屋でモニター、事業部、進行係、記録係などが一緒になって実施

＜改善＞

〇奥様を中心とした社外一般モニターの組織化

· ご家族も含めて拡大。

· 高齢者、障害者などNPO、協会などとネットワーク構築

〇個人情報管理の徹底（個人情報保護基本法への対応）

〇機密保持の確保(契約)

〇ユーザビリティラボの設置

　　

	＜モニター制度、ラボの活用状況＞

〇2001年度上期　34件の技術協力実施

〇情報通信関連機器やネット家電関連ソフトの試作機、シミュレーション、デザインスケッチ、コンセプトなど開発の初期段階での評価の実施が増加

	· ユーザビリティラボの設置検討段階で、リコー、ソニー、マイクロソフト、キヤノン、日本アイビーエムなどのラボを見学

	· ユーザビリティ評価実施手法

· 評価設備の規模、記録機材、分析機材など

	· ２００１年２月のオープン以降、週１－２件の稼動。

· 一度活用した部門からの活用のリピート率が高い。

· 実験、評価方法のレベルがアップした。

	· イントラWebでの紹介などにより、社内での認知も徐々に高まりつつある。

· 稼動後の不具合は、徐々に充実を図っている
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